
建築計画委員会 

小委員会・ワーキンググループ 委員公募 
 
 
 建築計画委員会では、下記の小委員会・ワーキンググループ（WG）委員を公募します。参加を希望

される会員は募集要領に従いふるってご応募ください。 
 
■募集要領 
下記（１）（２）を作成のうえ E-mail にてご提出ください。なお、E-mail の件名は「○○○小委員会・

WG 委員応募」としてください。 
（１）希望の委員会名 
（２）応募者について 
   ①会員番号、氏名、年齢、所属・職位、連絡先住所、同電話、E-mail アドレス、専門分野 
   ②現在、本会で所属している委員会の有無、応募中の委員会の有無（有の場合は委員会名を記すこと） 
   ③希望委員会で果たせる役割 
   ④希望委員会に関連する業績 
委員任期  承認日～2026 年 3 月 
応募締切  2024年 4月 12日（金）必着 
採  否  委員会で決定のうえ本人に通知します。 
提 出 先  日本建築学会 事務局 事業 G  及川 E-mail：oikawa@aij.or.jp 
 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
 

 

■住宅計画運営委員会 

①住宅計画小委員会 
主査／幹事 ：佐々木誠（日本工業大学）／梅本舞子（筑波技術大学）、土井脩史（大阪公立大学） 

募集人数 ：若干名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的   ：住宅研究の活性化を目指し、外部の団体や若⼿研究者・学⽣等との連携・交流、及び出

版企画を通じて、「住まい」の最新のトピックスや動向を捉え、課題を抽出・検討しつつ、

未来の方向性を議論し発信する。 

 

②コミュニティ居住小委員会 
主査／幹事 ：安武敦子（長崎大学）／足立壮太（東京理科大学）、後藤智香子（東京都市大学） 

募集人数 ：2 名 
設置期間   ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的   ：近年多様な住まい方が増え、身近な孤立や貧困が見えにくい。本小委員会は居住形態の

多様化の実態と、そのなかで繋がりや支援を必要とする人への持続的アプローチの要件

を研究・実務の両面から検討・提案する。 
 

③ライフスタイル小委員会 
主査／幹事 ：山崎陽菜（駒沢女子大学）／小池孝子（東京家政学院大学）、番場美恵子（昭和女子大学）、深井祐紘

（明星大学）、宗政由桐（山形大学） 

募集人数 ：1 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的 ：COVID-19 以降、交流のための住まいや地域拠点などのあり方が変化してきている。そ

のような住まいや暮らしを支える施設における変化について、そこでの活動を含めた住

まいの形態、くらし方を継続性に着目して研究する。 
 

 

 

 



■施設計画運営委員会 

④医療施設小委員会 
主査／幹事 ：河合慎介（京都府立大学）／境野健太郎（工学院大学） 

募集人数 ：4 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的  ：医療施設計画の需要は安定的に高いが、機能の複雑さ故に学生が計画・設計について学 
             ぶことは容易ではなく、人材不足となっている。学生が興味を持って学べる大学間連携 
       の教育プログラムの検討を目的とする。 
 

⑤地域施設計画小委員会 
主査／幹事 ：山田あすか（東京電機大学）／中井孝幸（愛知工業大学）、細田智久（島根大学） 

募集人数 ：3 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的 ：地域施設の在り方を横断的に研究し、多様な課題をもつ地域の維持・発展・再編に寄与

する。研究・計画方法等の進展のために研究、設計・計画事例の発表の場を企画・運営

し、研究者、計画・設計者の交流を図る。 
 

⑥福祉施設小委員会 
主査／幹事 ：松原茂樹（大阪大学）／谷本裕香子（東北工業大学）、西本雅人（福井大学） 

募集人数 ：3 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的  ：社会福祉制度内だけでなく制度外も含めて福祉を広義に捉え、子ども・高齢者・障害者 
             等の地域での生活を支える新しい福祉施設のあり方に関する文献研究、事例研究および 
             実践的環境づくり研究を行う。 
 

⑦ケア・サイエンスと建築ＷＧ（福祉施設小委員会） 
主査／幹事 ：山田あすか（東京電機大学）／古賀政好（竹中工務店）、藤田大輔（福井工業大学） 

募集人数 ：3 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的   ：本 WG では、人間心理や社会制度という仕組みを伴う場所について扱う、福祉をフィー 
       ルドとする建築計画の特徴と利点を活かして建築の視点からケア・サイエンスの概念を 
       構築し、建築とケアの場／場所のあり方を探る。 
 

 

■計画基礎運営委員会 

⑧安全計画小委員会 
主査／幹事 ：土屋伸一（明野設備研究所）／峯岸良和（建築研究所） 

募集人数 ：3 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的  ：建築で発生する危険要因を抽出し、安全計画の考え方と計画方法を提案する。今期は近

年需要の高いスタジアムやアリーナなどの大規模集客・イベント施設における群集安全

設計に関する設計参考図書の発刊を目標とする。 

 

⑨建築人間工学小委員会 
主査／幹事 ：徳田良英（帝京平成大学）／高橋未樹子（コマニー）、藤井皓介（総務省消防庁） 

募集人数 ：2 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的  ：建築計画学の基礎分野として、主に人間工学の視点から建築を俯瞰することで、人間に 

       とって真に使いやすく安全で快適な建築空間とは何かについて、エビデンスを基に議論 

       し、広く情報を発信することを目的とします。 

 

 

 

 



⑩空間研究小委員会 
主査／幹事 ：佐藤将之（早稲田大学）／稲坂晃義（千葉工業大学）、沖拓弥（東京工業大学） 

募集人数 ：1 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的  ：建築・都市の空間を対象とした研究や計画の方法・理論について探究し、研究会や出版

物を通じてその成果を公表することにより、学術的な立場から新たな空間研究、空間探

求に継続的に取り組む。 
 

⑪環境行動研究小委員会 
主査／幹事 ：小松尚（名古屋大学）／熊澤貴之（茨城大学）、藤田大輔（福井工業大学） 

募集人数 ：3 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的  ：人びとのふるまいと環境の関係、人びとによってつくられ、支えられ、守られている場

所の質、社会のつながり、建築・都市空間の計画のあり方など、ポストコロナ社会にお

ける環境行動理論の構築を目指す。 

 

⑫環境行動研究ワークブック実践ＷＧ（環境行動研究小委員会） 
主査／幹事 ：小林健治（摂南大学）／酒谷粋将（関東学院大学） 

募集人数 ：若干名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的 ：本 WG では、環境行動研究を学ぶ／伝える人々に向けて作成されたワークブックによる

授業実践の様子や使用者のフィードバックを共有し、環境行動の視点に立った教育実践

の可能性と課題を検討する。 
 

⑬居場所研究ＷＧ（環境行動研究小委員会） 
主査／幹事 ：藤田大輔（福井工業大学）／諫川輝之（東京都市大学） 

募集人数 ：若干名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的 ：本 WG では、ポストコロナや多発する災害、社会の分断といった今日的な課題に対して、 
      居場所の観点から住環境を含む建築や都市空間のあり方やその計画・設計方法に関する議 
      論を行い、成果を発信する。 
 

⑭設計方法小委員会 
主査／幹事 ：酒谷粋将（関東学院大学）／山口純（武蔵野美術大学） 

募集人数 ：3 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的 ：建築・都市・環境の設計方法に関わる理論や実践を関連する他学会と連携して広く調査・

収集・整理・体系化することにより、それらの成果を広く会員に敷衍させ、設計・デザ

インの質的向上に貢献する活動を継続的に行う。 
 

⑮情報設計小委員会 
主査／幹事 ：宇都宮雅人（伊藤喜三郎建築研究所）／松本文夫（東京大学）、村上昌子（明星大学）、湯本長伯（社 

         会構造設計研究所） 
募集人数 ：3 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的  ：本小委員会では、設計プロセスの各段階におけるコミュニケーションを、建築の企画構 
       想から完成後の維持保存再生のライフサイクルに広げ、建築における様々な有用なコミ 
       ュニケーションについて実例から研究を深める。 

 

 

 

 

 

 



⑯ユーザー・オリエンティド・デザイン小委員会 
主査／幹事 ：室崎千重（奈良女子大学）／石橋達勇（北海学園大学） 

募集人数 ：1 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的 ：多様な特性を持つユーザーによる動作レベルの細かい動きではない行為や場面と建築・

設備との関わりを諸施設事例から収集して整理体系化を図ることで、改めて両者の根源

的な関係性を検討する。 

 

 

■設計計画・構法計画運営委員会 

⑰公共施設マネジメント小委員会 
主査／幹事 ：岡本和彦（東洋大学）／石原智也（NTTファシリティーズ）、西野辰哉（金沢大学） 

募集人数 ：3 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的  ：少子高齢化社会における公共施設の再編・再配置、既存施設の再生・活用、公共サービ

スの提供方式、公共施設の廃止や機能の移転による効果や影響等の研究課題に取り組み、

公共施設マネジメントの方法論の提示を目指す。 

 

⑱ＥＢＤ小委員会 
主査／幹事 ：山田崇史（近畿大学）／岸本達也（金沢大学）、那須聖（東京工業大学） 

募集人数 ：2 名 

設置期間 ：2024 年 4 月～2026 年 3 月 
活動目的 ：建築空間、都市空間における各場面において、課題の発見、計画目標の設定、必要な

Evidence などから効果的な設計技術について評価方法を含めて検討することにより、根

拠に基づいた設計の方法論を体系化する。 


